
９月１８日、町内の男性最高齢者で、今年１００歳を迎

える片岡梅雄さん＝湯ヶ野／大正１年１０月１８日生＝

の自宅を相馬宏行町長が訪れ、長寿を祝いまし

た。片岡さんは、「私からもプレゼントがあります」

と自筆の書を相馬町長にプレゼント。昨年まで、

書道の先生として現役で活躍していた片岡さん。

元気の秘訣は｢のんきなこと｣と笑顔で話します。



１【ボランティア受付】受付票に記入してもら

いボランティア保険の加入手続きなどをとる

２【マッチング】被災者から出されたニーズ受

付票を見ながら活動内容を決める ３【オリエ

ンテーション】グループリーダーから注意事項

などを聞く ４「災害ボランティアの活動がス

ムーズにいく体制を作りたい」と話す石田さん

2

防災 フォトレポート

３

いざという時に備えて

９月１日 大地震・大津波を想定し総合防災訓練

総合防災訓練が９月１日に町内

全域で行われ、約３,５００人が参

加しました。訓練は、東海地震予知

情報の警戒宣言発令後、南海トラフ

による三連動地震が発生したと想定

して行われました。下河津地区では、

大津波警報の発令を受けて、区民た

ちが高台などの津波避難場所に避難。

浜・笹原・谷津地区の３自主防災会

は、南小学校グラウンドで自衛隊と

協同訓練を行い、応急救護訓練、消

火器訓練などを行いました。また、

今回初めて、災害バイクボランティ

ア「伊豆レスキューバイク」が訓練

に参加。バイク隊員が上河津地区の

孤立予想集落に出向き、アマチュア

無線を使って現地の状況や画像を町

の本部に送信する訓練を行いました。

町
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２

AEDの操作を体験する小学生

訓練前の打ち合わせ

津町災害ボランティアコー

ディネーター連絡会（石田宗

重会長）は９月２４日、文化の家生涯学

習室で災害ボランティアセンターの

立ち上げ訓練を行いました。災害ボ

ランティアセンターは、町が被災し

たとき、町外から来たボランティア

が活動するための拠点となるもので

す。参加者は、災害ボランティアセ

ンターのスタッフと町外から来た災

害ボランティアの２役に分かれて、受

付やマッチングといったセンター運

営の流れを体験しました。石田会長

は、｢まずは、災害ボランティアセン

ターがどのようなものか、大きな流

れを知ってほしい｣と参加者に呼びか

けました。同連絡会は今年４月に発

足、会員１４人、月１回勉強会を開催。

河

災害時のボランティア活動の拠点へ

９月２４日 災害ボランティアセンター立ち上げ訓練

１ 毛布を使った簡易担架でけが人の搬送訓練を

する参加者たち ２ 高台にある津波避難場所に

移動する人たち ３ 自衛隊員からAED（自動体

外式除細動器）の操作方法を聞く参加者たち

４ アマチュア無線を使った無線通信訓練（役場

会議室）

河津町災害ボランティアコーディネーター連絡会 事務局 町社会福祉協議会内 緯３４－１２８６
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さ
ら
に
、
町
税
を
滞
納
す
る
と

特
別
な
理
由
が
な
く
納
税
の
意

思
が
認
め
ら
れ
な
い
滞
納
者
に
は
、

納
期
限
ま
で
に
納
め
た
人
と
の
公

平
性
を
保
つ
た
め
、
財
産
（
給
与
、

預
貯
金
、
生
命
保
険
、
不
動
産
な

ど
）
の
差
し
押
え
や
、
住
居
そ
の

他
の
場
所
の
捜
索
な
ど
を
行
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
悪
質
な
場
合
は
、
徴
収

業
務
を
静
岡
地
方
税
滞
納
整
理
機

構
（
徴
収
が
難
し
い
滞
納
を
専
門

的
に
処
理
す
る
機
関
）
へ
移
管
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

安
心
、
便
利
な「
口
座
振
替
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

町
で
は
、
口
座
振
替
に
よ
る
納

税
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
納
期
限

日
に
、
指
定
の
口
座
か
ら
自
動
的

に
振
替
が
で
き
る
の
で
、
納
付
の

た
め
に
出
か
け
る
手
間
が
省
け
る

だ
け
で
な
く
、
納
め
忘
れ
や
現
金

を
持
ち
歩
く
必
要
が
な
い
の
で
安

心
で
便
利
で
す
。

町
民
生
活
課
と
町
指
定
の
金
融

機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）

の
窓
口
に
口
座
振
替
依
頼
書
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
必
要
事
項
を
記

入
し
て
金
融
機
関
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

町
税
の
納
期
限
内
の
納
付
に
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

納
め
忘
れ
が
あ
る
人
は

早
め
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い

県
と
県
内
の
市
町
は
、

月
と

１１

月
を
「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」

１２と
位
置
づ
け
、
共
同
で
滞
納
整
理

に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
の
間
、
町

は
徴
税
業
務
に
精
通
し
た
県
職
員

の
派
遣
を
受
け
入
れ
て
、
共
同
で

税
金
の
徴
収
業
務
に
あ
た
り
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く

税
金
は
、
福
祉
・
教
育
な
ど
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
や
、
ま
ち
づ
く
り
に

使
わ
れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。
納

期
ま
で
に
納
め
て
い
な
い
税
金
が

あ
る
人
は
、
早
め
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

町
税
を
滞
納
す
る
（
納
期
限
を
過

ぎ
る
）
と

町
で
は
、
納
期
限
ま
で
に
町
税

を
納
め
な
い
人
に
、「
督
促
状
」
や

「
催
告
書
」
の
送
付
、
電
話
に
よ

る
勧
奨
、
自
宅
へ
の
訪
問
な
ど
を

行
い
、
自
主
的
な
納
付
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
滞
納
す
る
と
、
本
来
の

税
額
の
ほ
か
に
「
督
促
手
数
料
」

や
「
延
滞
金
」
も
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
督
促
手
数
料
は
１
０

０
円
。
延
滞
金
は
、
納
期
限
の
翌

日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
期
間
に

応
じ
、
年

・
６
％
（
納
期
限
後

１４

１
カ
月
は
原
則
７
・
３
％
）
を
乗

じ
た
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

【
河
津
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
】

日
時

月

日
（
日
）

１０

２８

９
時

分
～

時

３０

１４

場
所

河
津
桜
観
光
交
流
館
前

駐
車
場

内
容

地
場
産
品
の
展
示
販
売
、

福
祉
団
体
の
出
店
、
鳳
来
商
工
会

コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
約

店
舗
が
出

３０

店
予
定
。
河
津
の
特
産
品
を
使
っ

た
料
理
の
紹
介
や
、
舞
台
発
表
も

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
は
、
２

年
ぶ
り
に
ミ
ス
伊
豆
の
踊
り
子
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
を
開
催
。
第

代
ミ

２３

ス
伊
豆
の
踊
り
子
が
誕
生
し
ま
す
。

【
第

回
河
津
町
民
文
化
祭

展

３１

示
部
門
】

日
時

月
３
日
（
土
）、
４
日

１１
（
日
）
９
時

分
～

時

３０

１６

４
日
は

時

分
ま
で

１５

３０

場
所

南
小
学
校
体
育
館

内
容

各
種
団
体
・
個
人
に
よ
る

作
品
の
展
示
、
お
茶
席
（
３
日
）、

体
験
コ
ー
ナ
ー
（
４
日
）

【
第

回
河
津
町
民
文
化
祭

舞

３１

台
部
門
】

日
時

月

日
（
日
）

１１

１１
時

分
開
場

時
開

１１

３０

１２

演

場
所

南
小
学
校
体
育
館

内
容

各
種
団
体
・
個
人
に
よ
る

舞
台
発
表

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

南
禅
寺
の
歴
史
と
仏
像

南
禅
寺
は
、
天
平
感
宝
元
年

（
７
４
９
年
）
行
基
が
創
立
し
た

と
伝
え
ら
れ
、
古
く
は
那
蘭
陀
寺

な

ら
ん

だ

じ

と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
永
享
４

年
（
１
４
３
２
年
）
山
津
波
に
よ

り
堂
や
仏
像
が
埋
没
。
そ
の
後
、

天
文

年
（
１
５
４
１
年
）
南
禅

１０

和
尚
が
南
禅
堂
を
建
立
し
、
掘
り

出
さ
れ
た
仏
像
群
が
現
在
の
南
禅

寺
に
伝
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

展
示
館
に
収
蔵
さ
れ
る
仏
像
は
、

県
指
定
文
化
財

体
と
、
町
指
定

１１

文
化
財

体
で
す
。
な
か
で
も
、

１３

薬
師
如
来
坐
像
は
、
平
安
時
代
前

期
、
９
世
紀
の
作
で
、
県
内
最
古

の
木
仏
像
で
す
。

広
報
か
わ
づ
で
は
、
２
月
の
展

示
館
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
こ
れ

か
ら
も
南
禅
寺
収
蔵
の
仏
像
を
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

平
安
時
代
の
貴
重
な
仏
像
を
展
示

町
が
新
た
な
観
光
施
設
と
し
て

整
備
し
て
い
る
谷
津
地
区
、
南
禅

寺
収
蔵
の
仏
像
展
示
収
蔵
庫
の
名

称
が
、「
河
津
平
安
の
仏
像
展
示

館
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。
来
年
２

月

日
に
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。

２０名
称
の
「
平
安
」
は
、
平
安
時

代
の
作
と
さ
れ
る
貴
重
な
仏
像
を

た
く
さ
ん
展
示
す
る
こ
と
か
ら
名

付
け
ま
し
た
。
今
後
は
、
南
禅
寺

の
前
身
と
さ
れ
る
那
蘭
陀

な

ら
ん

だ

寺
が
か
つ
て
こ
の
場
所
に

じあ
っ
た
と
い
う
歴
史
的
な

背
景
も
含
め
て
、
伊
豆
な
ら

ん
だ
の
里
「
河
津
平
安
の
仏
像
展

示
館
」
と
し
て
広
く
告
知
し
て
い

き
ま
す
。

税金の納め忘れはありませんか？

１１月と１２月は滞納整理強化月間です

県と町が共同して滞納整理に取り組みます

【問い合わせ】町民生活課 徴収係 緯３４－１９２８

Topics１

伊豆ならんだの里

河津平安の仏像展示館

谷津南禅寺に伝わる仏像展示収蔵庫 来年２月２０日オープン

【問い合わせ】産業振興課 緯３４－１９４６

Topics2

南禅寺

薬師如来坐像（県指定文化財）

にぎわった昨年の河津ふれあいまつり

５

秋のイベントをおさらい

【問い合わせ】まちづくり推進課（ふれあいまつり） 緯３４－１９２４

町文化協会事務局（町民文化祭） 緯３２－００７０

Topics3

１０月は河津ふれあいまつり

１１月は文化祭に集まれ！

■
納
税
に
困
っ
た
ら
相
談
を

■
納
税
に
困
っ
た
ら
相
談
を

災
害
や
盗
難
被
害
、
本
人
や
家

族
の
病
気
、
事
業
の
廃
止
や
失
業

な
ど
、
ど
う
し
て
も
納
期
限
ま
で

に
納
税
が
で
き
な
い
場
合
は
、
町

民
生
活
課
徴
収
係
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
分
割
納
付
や
、
一
定
期
間

の
納
税
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

【
納
税
相
談
】

日
時
▼
月
曜
日
～
金
曜
日

８
時

分
～

時
（
祝
祭
日
・

１５

１７

年
末
年
始
を
除
く
）

場
所
▼
町
民
生
活
課

徴
収
係

役
場
１
階
②
番
窓
口

災
害
や
盗
難
被
害
、
本
人
や
家

族
の
病
気
、
事
業
の
廃
止
や
失
業

な
ど
、
ど
う
し
て
も
納
期
限
ま
で

に
納
税
が
で
き
な
い
場
合
は
、
町

民
生
活
課
徴
収
係
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
分
割
納
付
や
、
一
定
期
間

の
納
税
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

【
納
税
相
談
】

日
時
▼
月
曜
日
～
金
曜
日

８
時

分
～

時
（
祝
祭
日
・

１５

１７

年
末
年
始
を
除
く
）

場
所
▼
町
民
生
活
課

徴
収
係

役
場
１
階
②
番
窓
口
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まちの
出来事

ZOOMINKAWAZU

７

さくら幼稚園の年長園児５２人は９月５日と

７日、敬老の日を前に町と社会福祉協議会

のデイサービスを訪問し、お年寄りと楽し

いひとときを過ごしました。園児たちは、

自己紹介のあと、音楽に合わせてお年寄り

の肩をたたいたり、お遊戯や歌を披露した

りして交流を深めました。最後に、園児か

ら似顔絵が入った手作りの壁掛けをプレゼ

ントされると、お年寄りたちは、「上手に

できたね、ありがとう」、「また来てね」と

笑顔で答えていました。

上 「いつまでも元気でね」と
お年寄りにプレゼントを渡す
園児
左 一緒に赤とんぼのうたを
合唱

花壇のデザインや草花の生育状態などについて審査する役員たち

かわづ花の会（土屋達雄会長）は８月２１日、役場で

２４年度花壇コンクールを開きました。参加した１６地区

の中から、田中地区が最優秀賞に選ばれました。「小

まめに手入れがされ、きれいな色合いで季節の花を植

栽していること」が評価されました。最優秀賞と優秀

賞（筏場地区、谷津地区）の花壇は、１１月に開催され

る県花いっぱいコンクールに出展されます。

子育てサークル「くれよん倶楽部」（石橋ひろみ代

表）のこども縁日が９月５日に保健福祉センターふれあ

いホールで開かれ、たくさんのお客さんでにぎわいま

した。今年は、大人たちのお店に加えて、町放課後児

童クラブの子どもたちがボランティアスタッフとして

初出店。手作りのアクセサリーや、折り紙で作ったドー

ナッツやあめなどのお菓子がお客さんに人気でした。

手作りアクセサリーが人気
くれよん倶楽部 こども縁日

手作りのアクセサリーをお客さんに見せる子どもたち

石の切り出しが行われていたころの話を聞く団員たち（田尻海岸）

町内の小学４～６年生が参加する河津ふるさと緑の少

年団は９月８日と１５日、文化財めぐりで町内をめぐりま

した。見学場所は、来宮神社、見高の石切り場、出合

滝、大鍋子守神社、普門院、逆川の三島神社と盛りだ
ねのかみ

くさんです。団員たちは、｢石に印がついていた｣、「滝

の水が涼しくて気持ちよかった」、「三島神社の階段を

登るのが大変だった」などと感想を話しました。

意見交換する委員たち（保健福祉センターふれあいホール）

長野県白馬村の民生委員児童委員協議会（柏原武幸

会長）は９月６日、視察研修で河津町を訪れ、町の民生

委員児童委員協議会（菊池利定会長）と意見交換会を

開きました。白馬の委員から、「河津が行っている部

会活動を参考にしたい」と意見が出たほか、河津の委

員からは、白馬村の高齢者デマンドタクシー事業や災

害時住民支え合いマップについて質問が出ました。 行列ができた露店

町観光協会と河津桜観光交流館は９月９日、交流館前

の駐車場で感謝祭を開きました。交流館と地元の宴と

して２年前から開催しています。会場には、生ビールや

ジュース、焼きそば、桜うどん、サザエつぼ焼き、ア

ユ塩焼きなどの露店が並び、多くの家族連れでにぎわ

いました。また、４団体が太鼓演奏やダンスなどを披露

し、会場を盛り上げました。

両町村の委員が意見を交換
白馬村民生児童委員が来町

家族連れでにぎわった一夜
河津桜観光交流館 感謝祭

滝から神社まで文化財を学ぶ
ふるさと緑の少年団 文化財めぐり

最優秀賞に田中地区親水公園花壇
かわづ花の会 花壇コンクール

園児が敬老のお祝い
さくら幼稚園 お年寄りと交流会

第６２回大北縦断駅伝大会が９月９日に長野県で行われ、

町体育協会駅伝チーム（鈴木利三監督）が参加しまし

た。小谷村から池田町まで８区、５０.２㎞をチーム一丸と

なって走り抜き、オープン参加ながら記録は上位に入

る活躍を見せてくれました。大北駅伝は、大町市と北

安曇郡の１町３村を縦断する駅伝で、体協駅伝チームは

白馬村との姉妹都市交流が縁で毎年参加しています。

７区稲葉萌恵さんから8区佐藤健さんへたすきをつなぐ

小谷から池田５０.２㎞を完走
河津町駅伝チーム 大北縦断駅伝に出場

田
中
地
区
親
水
公
園
の

花
壇
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これからもずっと
バスケットを続けたい

中村 力さん
なかむら つとむ

見高浜 たばこ屋

19歳 O型 みずがめ座

㈱泰成重機興業 勤務277

フ シュレッ

こ
の
夏
の
中
体
連
で
は
、
教
え

子
た
ち
が
所
属
す
る
河
津
中
男

子
バ
ス
ケ
部
が
よ
い
成
績
を
お

さ
め
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」。
と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
バ
ス
ケ

を
続
け
た
い
」
と
話
す
力
さ
ん

の
目
標
は
２
つ
。「
町
内
に
男
子

の
ミ
ニ
バ
ス
チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て

指
導
す
る
こ
と
」。
そ
し
て
、「
日

本
公
認
審
判
員
の
資
格
を
取
得

す
る
こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。

「
日
本
公
認
審
判
員
に
な
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
試
合
で
笛
を
吹
け

る
よ
う
に
な
る
ん
で
す
」
と
意

欲
的
な
力
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
の

活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

中
村
力
さ
ん
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
が
大
好
き
な

歳
の
フ

19

レ
ッ
シ
ュ
さ
ん
で
す
。
町
内
の
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
青
葉

会
」（
中
村
安
信
コ
ー
チ
）
と
、

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

「
ベ
テ
ィ
ー
ズ
河
津
」（
島
崎
衛

監
督
）
で
、
小
・
中
学
生
に
バ
ス

ケ
ッ
ト
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

の
公
認
１
級
審
判
員
と
し
て
も
活

躍
し
て
い
ま
す
。

平
日
は
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら

練
習
に
参
加
。
休
日
も
審
判
員
と

し
て
体
育
館
の
コ
ー
ト
に
立
つ
こ

と
が
多
い
と
い
う
力
さ
ん
。「
小

さ
な
子
ど
も
た
ち
が
ボ
ー
ル
を
追

い
か
け
て
一
生
懸
命
走
る
姿
を
見

る
と
、
応
援
し
た
く
な
り
ま
す
。

【
取
材
】渡
邉
恵
美
子
さ
ん（
民
間
広
報
協
力
員
）

ジャカルタからアパカバール！vol.22
●

MonthlyReport 末満 ひろみ
すえみつ ひろみ
青年海外協力隊調整員の夫に随
行して２０１０年１０月からインドネ
シアへ。一男三女の母。浜

ツ
な
ど
６
種
類
の
コ
ー
ヒ
ー
が
あ

り
、
カ
ッ
プ
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
す
。

私
は
、
カ
プ
チ
ー
ノ
を
買
っ
て
み

ま
し
た
。
店
員
さ
ん
に
「
甘
さ
が

足
り
な
か
っ
た
ら
、
こ
の
砂
糖
を

足
し
て
く
だ
さ
い
」
と
勧
め
ら
れ

ま
し
た
が
、
飲
ん
で
み
た
ら
も
う

十
分
甘
か
っ
た
の
で
お
断
り
し
ま

し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
は
本

当
に
甘
い
の
が
大
好
き
な
ん
で
す
。

店
の
入
り
口
付
近
に
は
テ
ー
ブ
ル

と
イ
ス
が
用
意
し
て
あ
り
、
日
本

に
も
あ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
や
ロ
ー
ソ
ン

も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
進
出
し
て
い

ま
す
が
、
呼
び
名
ま
で
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
溶
け
込
ん
で
い
る
コ
ン
ビ

ニ
は
「
シ
ル
ク
ル
ケ
イ
」
だ
け
で

す
。
皆
さ
ん
も
今
日
か
ら
サ
ー
ク

ル
Ｋ
を
シ
ル
ク
ル
ケ
イ
と
呼
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

そ
れ
で
は
皆
さ
ん
、
ク
ト
ゥ
ム

ラ
ギ
（
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
）。

河
津
の
皆
さ
ん
、
ア
パ
カ
バ
ー

ル
（
こ
ん
に
ち
は
）。

今
月
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
サ
ー

ク
ル
K
を
紹
介
し
ま
す
。
サ
ー
ク

ル
Ｋ
の
マ
ー
ク
は
「
丸
の
中
に
赤

い
K
」
で
す
ね
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
の

サ
ー
ク
ル
Ｋ
も
同
じ
マ
ー
ク
で
す

が
、
呼
び
名
が
違
い
ま
す
。
ジ
ャ

カ
ル
タ
で
は
「
シ
ル
ク
ル
ケ
イ
」

と
呼
ぶ
ん
で
す
。
こ
の
「
シ
ル
ク

ル
ケ
イ
」、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
一
番

最
初
に
進
出
し
て
き
た
コ
ン
ビ
ニ

だ
そ
う
で
す
。

店
内
は
、
と
て
も
清
潔
な
感
じ

で
す
。
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
・
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
・
ス
ナ
ッ
ク
・
ビ
ー
ル
、

そ
し
て
日
用
雑
貨
ま
で
、
幅
広
い

品
揃
え
で
す
。
け
れ
ど
、
日
本
で

は
必
ず
見
か
け
る
コ
ピ
ー
機
と
雑

誌
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

シ
ル
ク
ル
ケ
イ
で
私
が
一
番
気

に
な
っ
た
の
は
、
コ
ー
ヒ
ー
の
自

動
販
売
機
。
モ
カ
、ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ

ジャカルタのシルクルケイ

オリジナルカップ

コーヒーの自動販売機

ジャカルタのシルクルケイ
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図書館カレンダー １０月

土金木水火月日

654321

13121110987

20191817161514

27262524232221

31302928

■は休館日です。本の返却は返却ボックスへ。

図書館だより
http://www.bunkanoie.town.kawazu.shizuoka.jp

No.114

新着図書案内 ほかにも新着図書があります。
貸出中の場合は予約できます。

出版社著者名書 名（一般書）

中央公論新社誉田 哲也幸せの条件

幻冬舎米村 圭伍青葉耀く 上巻・下巻

新講社嵐山 光三郎魔がさす年頃

農山漁村
文化協会

竹内 孝功これならできる！自然菜園

文化学園
文化出版局

michiyo(みちよ)
編みやすくて心地いい
ニットのふだん着

出版社著者名書 名（児童書）

角川書店
山中 恒／作
杉基 イクラ／絵

おれがあいつで
あいつがおれで

講談社草野 たき空中トライアングル

金の星社あきやま ただしへんしんおんせん

岩崎書店
ルチーア・パンツィエーリ／作
アントン・ジョナータ・フェッラーリ／絵

こころやさしいワニ

誠文堂新光社保坂 健太郎きのこの不思議

【開館時間】
９：００～１８：００土・日は１７時まで
【休館日】月曜・祝休日・月末日
【問い合わせ】
町立文化の家図書館緯３４－１１１５

語りかけから、始めよう。

今月のブックスタート

と き：１０月２５日(木）１３時～
ところ：保健福祉センターふれあいホール
対象者：平成２４年５月生まれの赤ちゃん

保存期間が過ぎた雑誌を無料で配布します

■と き １０月１６日(火)から

雑誌がなくなり次第終了します。

■場 所 文化の家図書館 サービスカウンター横

■その他 １人１０冊まで。持ち帰り用の袋は各自用意

してください。人気の雑誌はすぐになく

なりますので、お早めにお越しください。

蔵書点検にご協力ありがとうございました

館内特別整理のため、９月２５日から３０日ま

で休館させていただきました。期間中は、

皆さんに大変ご迷惑をおかけしました。

この点検で、正しい貸し出し手続きがさ

れていない図書が見つかりました。心当た

りのある人は、返却をお願いします。 蔵書点検の様子。端末機で本のバー
コードを読み取り照合します。

ホントノキズナ １０/２７～１１/９は秋の読書週間です

今年の秋の読書週間のキャッチフレーズは、

「ホントノキズナ」。あなたも“本との（本当

の）絆”を深めてみませんか。

大人の「図書館へ行こうカード」を配布

カウンターでカードを配布します。本などの

貸し出し時にカードを提示してください。スタ

ンプが３つたまると、粗品を贈呈します。

今月のおはなし会

「さくらの会」読み聞かせ会
日曜日 １４時３０分～

１０月７・１４・２１日

乳幼児向けの読み聞かせ
「はらぺこあおむしの会」

１０時１０分～１０時３０分０・１・２歳児向け

１０時４０分～１１時２・３歳児向け

(木曜日)

１０月４・１８・２５日

１４時３０分～１５時幼児向け

(今月は第２金曜日です)

１０月１２日

小学生向けの読み聞かせ
「時間のはこぶね」

１５時５０分～１６時２０分木曜日

１０月１８・２５日

※おはなし会は読み聞かせ室で行います。
変更がある場合は、図書館に掲示します。

女性に人気の料理雑誌
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�Ô���D�w�Â�”�Ú

きのこで
免疫力をアップ

�\
�œ
�t
�j
�x

�-
�H
�£
�p
�b
�Ð保健福祉課 �¢３４－１９３７

健康レシピ②

保健のお知らせ

■育児相談

子育てには悩みがつきもの…、一人

で悩まないで相談してください。

�Ô �Ì １１月６日(火)

９時３０分～１１時３０分

	Ô 	t 保健福祉センター

ふれあいホール

�0	Å	� 子育て中の保護者

�º �0 身体測定、離乳食、育児相談

歯科衛生士による歯科相談、

フッ素塗布（希望者）

�Ë�j
ú 母子健康手帳

■�H�Á
ì�Š�S�‘�|�<� �H�Á	��¾�¦
Ç
�Ô �Ì １０月１５日(月)

１３時３０分～１５時３０分

１１月５日(月)

１３時３０分～１５時３０分

	Ô 	t 保健福祉センター

■のびのび発達検査（要予約）

�Ô �Ì １１月２６日(月)

	Ô 	t 保健福祉センター

�0	Å	� 子どもの言葉の発達やしつけ

などで心配なことがある人

�º �0 児童相談所心理司による精神

発達精密検査と個別相談

■出張健康相談・健康講話

保健師が、自治会や地域のグループ

の会合に出向いて健康相談や講話を行

います。希望日の１カ月前までに保健

福祉課へ申し込んでください。

�Â�”�Ú 血圧管理・メタボリックシン

ドローム対策・認知症の予防

など

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
対
象

者
に
は
予
診
票
を
郵
送
し
ま
す
。
接
種
を
希
望

す
る
人
は
、
医
療
機
関
に
予
約
を
し
て
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

�Ù
�0
	Å
	�

①
予
防
接
種
を
受
け
る
日
に

歳
以
上
の
人

６５

②
満

歳
か
ら

歳
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
ま
た

６０

６４

は
呼
吸
器
の
機
能
障
害
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
害
で
、
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
相
当
の
人

�Ù
�î
�ª
�8
��

月
１
日
（
月
）
～
平
成

年
１
月

日
（
木
）

１０

２５

１０

�Ù
	•

R
�¹

接
種
費
用
の
う
ち
１
０
０
０
円
を
助
成
し
ま

す
。
接
種
費
用
か
ら
助
成
額
を
差
し
引
い
た
金

額
を
、
医
療
機
関
へ
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。（
接

種
費
用
は
医
療
機
関
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

�Ù

€
	�
�M
�O

事
前
に
医
療
機
関
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
希
望
す
る
場
合

は
予
約
を
し
て
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

予
診
票
（
青
色
）
を

忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課

�¢
（
３
４
）
１
９
３
７

きのこには、食物繊維や免

疫力を高める成分が豊富に含

まれていて、細菌やウイルス

に負けない丈夫な体づくりに

役立ちます。細菌やウイルス

への抵抗力をつけて、冬を乗

り切る準備をしましょう。わ

さびをプラスして、すっきり

した味に仕上げました。

【提供】町健康づくり食生活推進協議会

きのこと鶏肉のソテーわさび風味

■１人分栄養量
エネルギー３００ｋｃａｌ 塩分１．１g

�P�‰（２人分）
鶏もも肉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５０g

塩こうじ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ１強

こしょう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量

小麦粉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量

エリンギ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７０g

えのきだけ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７０g

しめじ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７０g

�^�“�M
①鶏もも肉はひと口大に切り、塩こうじ・こしょうをふり、小麦粉をまぶ

しておく。（塩こうじが肉をやわらかくする）

②きのこ類とピーマンは食べやすい大きさに切る。

③ごま油をひいたフライパンにしょうがとにんにくを入れ、香りが立った

ら①を入れて、両面に焼き色をつける。

④蓋をして弱火で３～４分蒸し焼きにしたあと、②を加えて塩をふる。

⑤火が通ったら、めんつゆにわさびを溶いて回し入れる。

ピーマン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２～３個

しょうが・にんにく

（みじん切り）・・・・・・・・・・・・・・・各ひとかけ

ごま油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１強

塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量

めんつゆ（３倍希釈したもの）・・・・・大さじ２

わさび（すりおろし）・・・・小さじ１強
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敬
老
の
日
に
あ
た
り
、
相
馬
宏

行
町
長
と
相
馬
理
雄
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
長
は
９
月

日
、
町
内
在

１８

住
の
百
歳
以
上
の
長
寿
者
を
訪
問

し
て
お
祝
い
し
ま
し
た
。

今
年
度
百
歳
を
迎
え
る
の
は
、

片
岡
梅
雄
さ
ん
＝
湯
ヶ
野
＝
、
大

塩
ひ
ろ
さ
ん
＝
小
鍋
＝
、
菊
池
ひ

さ
さ
ん
＝
田
中
＝
、
古
山
正
代
さ

ん
＝
上
佐
ヶ
野
＝
、
萩
原
志
げ
さ

ん
＝
下
佐
ヶ
野
＝
、
他
１
人
の
６

人
で
す
。

歳
以
上
の
長
寿
者
は
、
中
村

１０１
た
け
さ
ん
（

歳
）
＝
見
高
浜
＝
、

１０４

長
田
さ
だ
子
さ
ん
（

歳
）
＝
笹

１０３

原
＝
、
相
馬

代
子
さ
ん
（

歳
）

１０２
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new
s

news
and
info

写真上・相馬町長、
相馬会長と一緒に
記念写真をとる菊
池ひささん（中央）

写真下・町長から
の激励の言葉に笑
顔で答える萩原志
げさん。共同風呂
に毎日歩いて出か
けるのが日課だそ
う。

に
続
く
、
二
つ
目
の
吊
橋
で
す
。
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は
が
き
、
ま
た
は
町

観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
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平
成

年
２
月

日
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１８

（
月
）
当
日
消
印
有
効
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吊
橋
の
名
称
と
理
由
、

応
募
者
の
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
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踊
子
歩
道
（
河
津
七
滝
コ
ー
ス
）

に
来
年
３
月
に
完
成
予
定
の
新
し

い
吊
橋
の
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

昨
年
完
成
し
た
「
滝
々

だ
る
だ
る

段
々

だ
ん
だ
ん

橋
」

ば
し

１
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
河
津

町
地
区
別
無
事
故
・
無
違
反
コ
ン

ク
ー
ル
の
、
７
月
ま
で
の
状
況
を

報
告
し
ま
す
。

地
区
の
う
ち
、
長
野
区
民
以

２３
外
の
人
が
事
故
・
違
反
を
お
こ
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
飲

酒
運
転
に
よ
る
事
故
や
、
夕
暮
れ

時
・
夜
間
の
事
故
が
多
く
な
り
ま

す
。
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
、

地
域
全
体
で
交
通
違
反
・
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。
車
の
ラ
イ
ト

は
早
め
に
点
灯
し
、
歩
行
者
・
自

転
車
利
用
者
は
、
反
射
材
や
明
る

い
目
立
つ
色
の
衣
服
の
着
用
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
年
末
に
地
区

ご
と
の
件
数
を
集
計
し
、
順
位
を

決
定
し
ま
す
。

順位違反事項事故地 区

10283浜
11264笹 原
13155田 中
20110沢 田
530逆 川
21190上 峰
15292下 峰
693谷 津
16102縄 地
19321見高浜
100長 野
17150見高入谷
22150梨 本
210泉奥原
401川 横
1260大 鍋
1831小 鍋
951湯ヶ野
8101下佐ヶ野
311上佐ヶ野
1401天 川
23161(1)筏 場
701大 堰

県内で１月～７月までに町民が加害者となった
事故、違反の地区別件数。（ ）は死亡事故

＝
上
佐
ヶ
野
＝
、
西
浦
シ
ヅ
ノ
さ

ん
（

歳
）
＝
下
峰
＝
の
４
人
で

１０２

す
。

新しく設置される吊橋の完成イメージ
（蛇滝付近）


